
調査手法

山形広域都市圏パーソントリップ調査の調査方法は、「郵送・Web併用方式」
で実施しています。近年のインターネットの普及により、インターネット上で
の回答が可能な方が増えていることを想定し、回答方法を紙の調査票かイン
ターネットかを調査対象者に選んでいただく「郵送・Web併用方式」としてい
ます。
また、Web回答の割合を増やすことによる調査効率化を目的に、Web回答者の
うち、最後まで回答した方を対象とした３種類の景品を用意しています。

＜景品の内容＞

調査主体 山形市

調査対象圏域

山形市を中心に一体的に形成されている通勤通学圏（生活圏）、都市計画とし
て一体となっている圏域、以上２点を踏まえ、以下の３市２町を調査対象圏域
としています。

＜調査対象圏域＞
山形市、天童市、上山市、山辺町、中山町
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山形県内では自動車交通量の調査は行われてきたが、人の移動に関する調査はこれまで行われてきませんでした。一方で、隣接する宮城県仙台市との
交流と連携の促進を目指していく中で、仙台都市圏と共通の基礎データを取得することの必要性も高まっています。こうした状況の中、現在の都市圏
の実態を把握し、さらに今後の仙山連携の強化につなげていくための基礎データの整備を行うことを目的に山形県内で初めてパーソントリップ調査を
実施しています。

出典：山形広域都市圏パーソントリップ調査報告書 実態調査編

出典：山形広域都市圏パーソントリップ調査報告書 実態調査編

調査圏域人口

358,606人（都市圏5市町の5歳以上人口 平成27年国勢調査より）

図 対象圏域
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標本設定の考え方

山形広域都市圏では、「移動の目的」「移動の交通手段」「どこから」「どこ
へ」ということについて、これまで行ってきた自動車の交通量調査（道路交通セ
ンサス）での市域をいくつかに分けたゾーンにおいて、同じ程度の精度が確保で
きるよう設計しています。その結果、調査の抽出率として6.1％が必要という結
果になっています。

想定回収率は、他都市圏での実績に安全率を考慮し、25%と設定しています。

出典：山形広域都市圏パーソントリップ調査報告書 実態調査編

調査スケジュール

大規模なイベント等がない日程を考慮して、第1～3ロットと予備ロットの「調
査物件発送日」「調査日」「お礼兼督促はがき発送日」「調査回答期限」の各
日程を設定しています。これらの日程は、同時期に実施している「第5回仙台
都市圏パーソントリップ調査」と同日程としています。

表 ロット別日程

精度確保を想定する集計区分

本体調査

パーソントリップ調査は、交通政策・まちづくり政策の検討のために、都市圏
居住者の一日の行動を把握し、様々な検討に用いる基礎データを得るための調
査です。
調査票の設計については、一般的なパーソントリップ調査で行われる世帯構成
と就業就学状況、住まいや自動車等保有状況、一日の移動についてなどの基礎
的な調査を網羅しています。
山形広域都市圏独自の取り組みとしては、選択肢を充実させ、兼業農家である
ことや、他都市圏と比べ充実している日帰り温泉施設、「散歩･ジョギング」等
の健康増進行動を独立して選べるようにしています。
○世帯票
現住所、世帯構成員の属性（性別、年齢、世帯主との関係、運転免許の有無、
外出する際の付き添いの必要性、公共交通のICカードの保有）、世帯タイプ
（居住形態、階層、居住開始年月）、居住履歴（以前の住まい、以前の住ま
いが実家か否か、転居理由）、５年前の同居者、自動車、自転車等の世帯の
保有台数、世帯構成員の就業就学状況

○個人票
起床、就寝時間、出発地、目的地、施設名称と施設種類、訪れた目的

・初めて訪れた場所か、出発時刻、到着時刻、交通手段、（自動車利用時の）
運転の有無、乗車人数、駐車場所、高速利用の有無と利用IC

・概ね道路交通センサス調査のＢゾーン数程度の目的別手段別発生集中量  

ここで、目的：「通勤・通学」「帰宅」「私事」「業務」の４区分  

手段：「自動車」「鉄道」「バス」「徒歩二輪」の４区分  

 

・抽出率：6.1％  

・想定回収率：25％（郵送・Web 併用方式）  

 

・世帯数：14.0 万世帯  

・個人数：35.9 万人（5 歳以上）  

 

・目標調査世帯数（回収世帯数）：8,500 世帯（世帯数×抽出率）  

・目標調査個人数（回収個人数）：21,900 人（5 歳以上人口×抽出率）  

・調査対象世帯数：34,200 世帯（目標回収世帯数／想定回収率）  

・調査対象個人数：87,600 人（5 歳以上）（目標回収個人数／想定回収率）  

 出典：山形広域都市圏パーソントリップ調査報告書 実態調査編

山形PT調査 調査規模（基数表）

出典：山形広域都市圏パーソントリップ調査報告書 実態調査編



回収率

有効条件に適用したサンプルは、23,100サンプルと判定され、目標抽出率6.1%
を上回る6.55%の回収に成功しています。

検討体制

検討にあたっては、協議会、庁内検討会議、調整会議、技術会議の４つを設置
し、取組んでいます。

広報の取組

調査の実施にあたり、多岐にわたるPR活動を実施しています。
＜主な取組事項＞
・自治推進委員全員への概要説明
・ロゴ作成
・ポスター作成（2,500枚）
・広報誌への掲載
・全戸配付チラシの作成（150,000枚）
・各種イベントでのPR（山形大花火大会、山形まるごとマラソン）
・テレビ、新聞でのPR
・パーソントリップ調査ポロシャツの着用
など
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ポスターデザイン チラシデザイン

地元フリーペーパー（ヨミウリウェイ）のＰＲ記事

出典：山形広域都市圏パーソントリップ調査報告書 実態調査編

図 検討体制

出典：山形広域都市圏パーソントリップ調査報告書 実態調査編

有効票の判定結果

出典：山形広域都市圏パーソントリップ調査報告書 実態調査編



調査票

世帯票、個人票
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出典：平成29年度山形広域都市圏パーソントリップ調査業務報告書世帯票



調査票

世帯票、個人票
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出典：平成29年度山形広域都市圏パーソントリップ調査業務報告書世帯票



調査票

世帯票、個人票

山形広域都市圏総合都市交通体系調査 2017年

出典：平成29年度山形広域都市圏パーソントリップ調査業務報告書個人票(平日)



調査票

世帯票、個人票
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出典：平成29年度山形広域都市圏パーソントリップ調査業務報告書個人票(休日)



各種調査物件

発送用封筒、返信用封筒、調査についての説明書、調査票の記入例、個人票予備（単身世帯は１枚、複数世帯は２枚）、お礼状
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出典：平成29年度山形広域都市圏パーソントリップ調査業務報告書発送用封筒



各種調査物件

発送用封筒、返信用封筒、調査についての説明書、調査票の記入例、個人票予備（単身世帯は１枚、複数世帯は２枚）、お礼状
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出典：平成29年度山形広域都市圏パーソントリップ調査業務報告書返信用封筒



各種調査物件

発送用封筒、返信用封筒、調査についての説明書、調査票の記入例、個人票予備（単身世帯は１枚、複数世帯は２枚）、お礼状
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出典：平成29年度山形広域都市圏パーソントリップ調査業務報告書

調査説明書



各種調査物件

発送用封筒、返信用封筒、調査についての説明書、調査票の記入例、個人票予備（単身世帯は１枚、複数世帯は２枚）、お礼状
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出典：平成29年度山形広域都市圏パーソントリップ調査業務報告書個人票記入例



各種調査物件

発送用封筒、返信用封筒、調査についての説明書、調査票の記入例、個人票予備（単身世帯は１枚、複数世帯は２枚）、お礼状
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出典：平成29年度山形広域都市圏パーソントリップ調査業務報告書記入例



各種調査物件

発送用封筒、返信用封筒、調査についての説明書、調査票の記入例、個人票予備（単身世帯は１枚、複数世帯は２枚）、お礼状
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出典：平成29年度山形広域都市圏パーソントリップ調査業務報告書お礼状


